
年度 内容 参加人数

2019

開催日：１０月３０日
・講演「障害者差別解消法について～合理的配慮って何をすればいいの～」
　講師：近藤　厚志さん（弁護士）
※市民も対象とした研修

開催日：２月１７日、１８日、１９日
・映像研修「ハラスメント・しない、させないための双方向コミュニケーション」
　　　　　　　「見過ごしていませんか　性的少数者（ＬＧＢＴ）へのセクシュアルハラスメント」

・講演とグループワーク　「インターネットと人権について」
　講師：世利　桃枝　さん（特定非営利活動法人ニューメディア人権機構事務局次長）

・講演とグループ討議　「障害者理解を深める」
　講師：潮谷　光人　さん（東大阪大学こども学部こども学科准教授）

679

2020

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、研修１コマ（９０分）の定員を２０名程度
（新採職員および人権推進員は受講必須）として開催し、その他の職員はeラーニング（庁
内ネットワークシステム）による自己啓発研修

開催日：２月１６日、２２日、２４日
・映像研修「 障がいってなに？～問いかける声　問われる社会」
　　　　　「 わたしらしくあなたらしく～多様な性を生きる～」

・講演とグループ討議　「コロナ禍において考える人権」
　講師：朴　君愛さん（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター　上席研究員）

・講演とグループ討議　「部落問題への理解を深める」
　講師：籾山　彩さん、松本　郁夫さん

・eラーニング（庁内ネットワークシステム）による自己啓発研修
　「障害者差別解消法について」「職場のハラスメントについて」

103

2021

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、研修１コマ（９０分）の定員を２０名程度
（新採職員および人権推進員は受講必須）として開催し、その他の職員はeラーニング（庁
内ネットワークシステム）による自己啓発研修

開催日：２月７日、８日、９日
・映像研修：「映像で学ぶ　部落差別解消推進法」

・講演とグループ討議　「障害への理解を深める」
　講師：松波　めぐみ　さん（大阪市立大学他にて非常勤講師）

・講演とグループ討議　「インターネットにおける誹謗中傷・ヘイト」
　講師：辻　大介　さん（大阪大学人間科学研究科准教授）

・講演とグループワーク　「性的マイノリティへの支援を考える」
　講師：桂木　祥子　さん（（特活）QWRC理事）

・eラーニング（庁内ネットワークシステム）による自己啓発研修
　「障害者差別解消法について」「職場のハラスメントについて」

中止
（自己啓
発研修は
実施）

２０２１年度人権施策に関する報告
①人権教育
職員人権研修

全職員を対象とする人権研修（会計年度任用職員を含む）
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年度 内容 参加人数

2019

講演とワークショップ「自分のセクシュアリティを知ろう・考えよう。」
　開催日：令和２年３月４日
　テーマ：「自分のセクシュアリティを知ろう・考えよう。」
　講　師：いのもと　さん（ＲＯＳ／ＱＷＲＣ／ポリアモリー研究室）
　　　　　 六色 かや子さん（ろくしきらぼ（6-Lab.））

27

2020

職員人権研修と合同開催

―

2021

職員人権研修と合同開催

中止

年度 内容 参加人数

2019

現地研修（フィールドワーク・講義）
　開催日：令和２年３月（予定）
　テーマ：「部落差別をはじめ人権問題の解決に向けた市民交流事業について理解を深
める」
　場　所：堺市立人権ふれあいセンター（交流ホール・相談ホール）・舳松人権歴史館
　ボランティアガイドによる講義及び館内見学案内など

中止

2020

自己啓発研修
　新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害の報告書と解決に向けた啓発教材による
自己啓発研修 全会員

へ郵送

2021

ふじいでらひゅーまんメッセ2021（ＤＶや性暴力への理解を深めるパネル展示会を開催）と
の合同開催

－

協会会員を対象とする研修

人権推進員（４０名）研修

人権推進員（各課に１名配置）を対象とする研修

藤井寺市人権のまちづくり協会会員研修
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市民を対象とする男女共同参画週間啓発事業

年度 内容 参加人数

2019

開催日：６月２８日
テーマ：名もなき家事を考える
　　　　　『妻よ薔薇のように　家族はつらいよⅢ』上映会
講　師：斧出　節子さん（京都華頂大学現代家政学部教授）

概　要：女性の社会進出、男性の家庭参画は少しずつ進んでいるが、家事労働に対する
社会的評価は低く、対価もないことから、「名もなき家事」を題材として学ぶとともに、家事
労働の価値に対する認識を深める講演会

130

2020

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、オンライン形式（藤井寺市公式チャンネ
ルにて限定公開）で、男女共同参画フォーラムと併せて開催
配信日：１２月４日～１３日
テーマ：ヒューマンライツコンサート
　　　　～音楽に込められたメッセージ～
講　師：（解説）松本城洲夫 さん　　（演奏）アンサンブル・サビーナ
概　要：「女性の自立・自由」をテーマに、ジブリを含めた音楽が作られた背景や思いなど
ついて解説を受け、音楽を通じて男女共同参画の視点を養うための講演会

視聴回数
約100件

2021

開催日：７月３日
【１部】
講　演：「実写版『アラジン』の魅力！」
講　師：今井　木の実　さん（関西学院大学人間福祉学部教授）
【２部】
映画上映：実写版「アラジン」
概　要：ディズニープリンセスの描かれ方の変容や、日本が抱えるジェンダーの課題につ
いて学ぶことにより、市民のジェンダー意識の向上を目的とした講演会と映画上映会

27

市民を対象とする人権週間啓発事業

年度 内容 参加人数

2019

開催日：１２月６日（金）
テーマ：映画「あん」上映会とハンセン病回復者の講演会
講　師：加藤めぐみさん（ハンセン病回復者支援センター）
　　　　　ハンセン病関西退所者原告団いちょうの会会員
概　要：ハンセン病回復者とその周辺の人々との交流を通じて、生れてきた意味や生きて
いく意味を考える映画上映とともに、ハンセン病回復者に対する認識を深める講演会の
実施

110

2020

男女共同参画フォーラムと合同開催

－

2021

開催日：３月１４日（月）～１８日（金）
テーマ：パネル展「ストップ！ＤＶ・性暴力」
概　要：被害者のほとんどが女性であるＤＶや性暴力に対する理解を深めるパネル展の
実施

－

男女共同参画フォーラム（本市人権のまちづくり協会と協働）

ふじいでらひゅーまんメッセ（本市人権のまちづくり協会と協働）

②人権啓発
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市民を対象に、戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代に伝える事業

年度 内容 参加人数

2019

開催日：８月２日・３日
テーマ：新しい時代を迎えた今　後世に残す　薄れゆく戦争の記憶といのちの大切さ
映画：「夕凪の街　桜の国」「クロがいた夏」
展示：原子爆弾ー広島と長崎の記録ー（堺市立平和と人権資料館）
　　　　戦時下の暮らしに関する物品展示（立命館大学国際平和ミュージアム所蔵）
平和の歌声コンサート・命の大切さを伝える人形劇

330

2020

開催期間　８月６日～８月１４日
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から、市庁舎１階ロビーにて縮小開催
展示：長崎・広島原爆パネル展
　　    核兵器禁止条約早期締結を求める署名コーナー設置 ―

2021

開催日：８月７日
テーマ：戦争の惨禍と尊い平和を未来へ伝える
映画：「あの日のオルガン」「対馬丸～さようなら沖縄～」（アニメ）
展示：大阪大空襲体験画展・戦中、戦後の現物資料展
　　    核兵器の廃絶を訴える署名コーナー設置

100

内容

体制

内容

体制

ピースメッセージ平和展（本市人権のまちづくり協会と協働）

市庁舎及び関連施設におけるライトアップによる啓発活動

シトラスリボンプロジェクト、女性対する暴力をなくす運動に関する啓発のため、市庁舎及び文化施
設をライトアップする事業

７月　シトラスリボンプロジェクト（アイセルシュラホール）
１１月　女性に対する暴力をなくす運動（市庁舎及び生涯学習センター）

本人通知制度及び戸籍等不正取得事件に関する啓発

戸籍等不正取得事件に対する注意喚起のための啓発と、抑止効果のある本人通知制度に関する特
設ブースを設置

設置日　　１２月８日
設置場所　藤井寺イオンショッピングセンター
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市広報紙（毎月発行）等において人権に関する啓発記事を掲載する事業

４月 性的マイノリティの人権問題（アンコンシャス・バイアス）について

５月 憲法週間、基本的人権の尊重、人権擁護委員について

６月 就職差別問題について・藤井寺市人権行政基本方針・推進計画に関する啓発記事

７月 ＳＮＳ上の人権問題（トラブル、ネットリテラシー）について

８月 平和啓発記事（大阪大空襲にまつわる戦争体験記）について

９月 インクルージョンへの認識について

１０月 部落差別問題（部落差別解消推進法）について

１１月 女性の人権問題（ＤＶや性暴力根絶、生理の貧困）について、犯罪被害者週間の啓発記事

１２月 人権週間（様々な人権問題）について、人権週間イベントの啓発記事

１月 障害者の人権問題（障害者差別解消法）について

２月 ハンセン病回復者とその家族の人権について

３月 コロナ差別（ワクチンやマスクにまつわること）について

・市ホームページにおいて、様々な人権問題に関する啓発記事や情報を周知

・市公式動画チャンネルにおいて、女性に対する暴力根絶やＤＶに関する情報を周知

・市公式ＳＮＳにおいて、開催する様々な人権啓発イベントや啓発講座を周知

市広報紙・ホームページ等による啓発
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実施内容
人権推進担当職員（３名）による様々な人権侵害の解消に向けた相談事業

実施体制
場所：市役所１階相談室
日時：月曜日～金曜日　９時～１７時３０分（祝日除く）

実　　績
【別紙１】

実施内容
専任相談員（４名）による様々な人権に関する悩み事や問題に関する相談事業
また、女性に対する暴力をなくす運動期間中に、啓発パネル展と夜間特設相談室を実施
（１１月１２日、１９日・両日２１時まで）

実施体制
場所：市民総合会館３階相談室
日時：月曜日～土曜日（木曜日を除く）　９時～１６時（１２時～１３時除く）

実　　績
【別紙１】

実施内容
人権擁護委員（７名）による様々な人権に関する相談事業

実施体制
場所：市役所１階相談室
日時：毎月第４木曜日　１３時３０分～１５時３０分

実　　績
０件（２０２１年度）

実施内容
各種相談窓口間の情報交換及び連携協力を目的としたネットワーク事業

実施体制
教育部門、福祉部門、環境部門、就労部門等とのネットワーク組織として位置づけを行い、
必要に応じて開催（協働人権課が庶務担当）

実　　績
新型コロナウイルス感染症に関連する相談や取組の状況を把握するため、ネットワークを
構成する各課に対して実態調査と取りまとめを実施した。
【別紙２】

実施内容
羽曳野市、柏原市、大阪狭山市、大阪府人権協会と連携した人権及び法律相談（１コマ５０
分）事業

実施体制
実施主体は４市による輪番制（２０２１年度は本市）とし、年１回開催

実　　績
法律相談４件（保証人関係、捜索関係、債務整理関係、相続関係）（柏原市民１名、羽曳野
市民１名、藤井寺市民２名）

合同相談事業（近隣市町村・関係団体と協働）

③相談体制
行政による人権相談

人権悩みの相談室

人権相談（人権擁護委員藤井寺地区委員会と協働）

人権相談ネットワーク会議
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種別 タイトル 人権課題テーマ

図書 アドボカシーってなに？（解放出版社２０２１年発行） こども

〃 入門　山口の部落解放志（解放出版社２０２１年発行） 部落差別

〃 「つながり」を育み　授業を愉しむ（解放出版社２０２１年発行） 人権教育

〃 「10の姿」をこえる保育実践のために（解放出版社２０２１年発行） 人権教育・こども

〃 大阪マージナルガイド（解放出版社２０２１年発行） 部落差別

〃 感染症と人権（解放出版社２０２１年発行） 感染症患者

〃 全国のあいつぐ差別事件2021年度版（解放出版社２０２１年発行） 差別・偏見

〃 続　部落解放論の最前線（解放出版社２０２１年発行） 部落差別

〃 SDGsと人権Q&A（解放出版社２０２１年発行） SDGs

〃 みるく世向かてぃ（解放出版社２０２１年発行） ハンセン病回復者

〃 ごめん！聞いてごめんな（解放出版社２０２２年発行） 部落差別

〃 テクノロジーと差別 インターネット

〃 ネット中傷　駆け込み寺（武蔵野大学出版会２０２１年発行） インターネット

ＤＶＤ 日頃の言動から考える職場のハラスメント ハラスメント

〃 涙に浮かぶ記憶　戦争を次世代へ伝えて 平和

〃 ずっと助けてと叫んでた 女性・こども

〃 共に働くための合理的配慮 障害者

種別

学習機会

情報

参加実績

啓発教材の収集

④情報の収集・提供

学習機会・情報等の提供（大阪府・関係団体と協働）

（図書は市予算、ＤＶＤは協会予算より支出）

大阪府人権総合講座、人権リーダー養成講座、公正採用選考人権啓発推進員研修、同
和・人権問題啓発講座など

大阪府、大阪府人権協会、大阪府企業人権協議会等と連携して、市民や協会会員に対して人権に関する研
修及び講師等の案内や、情報提供を行う事業

内容

新型コロナウイルスに関する差別事象、えせ同和行為、憲法や人権に関連する法律の周
知など

・大阪府人権総合講座（５名参加）、おおさか相談フォーラム（３名参加）
・人権リーダー養成講座（１名参加）

人権に関する教材を、市民、市内事業所、協会会員に対して提供する事業
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実施内容
市内学校園において「いじめ」をテーマとした教材による教育、及び配布した
花を育てることにより、生きる力や思いやりの心を育むための教育

実施体制
２０２１年度は新型コロナウイルス感染症拡大により人権教室は中止、人権
の花運動は花の配架のみ実施（例年、それぞれ１学校園で実施）

実施内容
コロナ差別の解消を目的としたシトラス色のリボンの輪を広げる同プロジェ
クトに賛同した啓発活動など

実施体制

小中学校、事業所、公共施設におけるシトラスリボンプロジェクトに関するポ
スター掲示、小学校におけるリボン作成、シトラスリボンバッジやウェット
ティッシュ作成及び配布、「ＳＴＯＰ！コロナ差別」をスローガンとした啓発の
ぼりを相談窓口に設置。

実施内容
人権の大切さを表現したポスター作品を募集し、（市内小中学校児童・生徒
から５９８点応募）優秀作品４０点を展示

実施体制

募集期間　　７月１日～９月３０日
展示期間　１２月１４日～２０日
展示場所　藤井寺イオンショッピングセンター

実施内容
外国人や性的マイノリティなど、今の社会が直面する人権課題について学
ぶためのパネル展を開催

実施体制
展示期間　　１月７日～１４日
展示場所　市立生涯学習センター1階展示コーナー

人権を考えるパネル展

⑤協働の取り組み

人権啓発（本市人権のまちづくり協会と協働）
コロナ差別解消にむけた啓発（シトラスリボンプロジェクトなど）

人権啓発ポスターの募集・パネル展

人権教育（人権擁護委員藤井寺地区委員会と協働）
人権教室・人権の花運動
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・戸籍謄本等の不正請求の防止にかかる国への要望について【別紙４】

●性的マイノリティの人権問題

⑥調査・研究
調査の内容，手法等に関する検討について
・近隣市で実施された人権意識調査について【別紙３】

⑦様々な人権問題と主な取り組み

インターネット・モニタリング実施結果票・実施集計票【別紙６】

・実施期間　１２月１４日～２０日　・実施場所　市役所１階ロビー

●インターネット上での人権問題

申請書等の性別欄の見直しに関する実施調査報告【別紙５】

●拉致問題
拉致問題に関するパネル展とアニメ「めぐみ」の上映会を実施

●感染症患者の人権問題

新型コロナウイルス感染症に関連する相談や取組の状況を把握するため、ネットワークを構成する各課に
対して実態調査と取りまとめを実施した。（再掲）【別紙２】

●平和問題
本年３月１日付でロシアのウクライナへの軍事侵攻に対して抗議文を送付

9



（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ
以外 ＤＶ

ＤＶ
以外

19 2 1 1 1 1 24

電
話
面接

家
庭
訪
問

手紙・
ファッ
クス

メ
ー

ル

そ
の
他

計

12 38 2 52

男
性
女性

そ
の
他
不明 計

6 38 1 1 46

10歳
未満

10
代

20
代

30
代
40
代
50
代
60代 70代 80歳

以上
60歳
以上 不明 計

9 6 7 3 4 1 2 14 46

助
言・
指
導

侵害
行為
者と
の
調整

他機
関へ
の通
報・
取次

他機
関紹
介

行
政
措
置

そ
の
他

対応
継続
中

計

8 1 5 9 1 22 46

相談
によ
り事
案解
決
（傾
聴）

相談
により
事案
解決
（助
言・情
報提
供等）

個別
の専
門相
談機
関等
につ
なぎ
専門
相談
機関
等で
対応

解
決
不
能

相
談
の
継
続

相談
者か
らの
相談
中断
の申
出

その
他

計

19 7 1 14 5 46

※重複計上不可。
※「行政措置」とは、個別法の適用による対応を指します。（例：児童虐待防止法に基づく立入検査の実施 等）
※傾聴対応は、「その他」に分類してください。

6 その後
の経過別
相談件数

※実件数

※重複計上不可。

3 相談者
の性別別
相談件数

※実件数

※重複計上不可。

4 相談者
の年齢別
相談件数
※実件数

※重複計上不可。

※60代、70代、80歳以上を区別して集計している場合は①に、60歳以上をまとめて集計している場合は②に記入してください。

5 対応状
況別相談
件数

※実件数

その
他
・不
明

※重複計上可。

■「その他」の件数が多い場合は、具体的にどのような課題に関する相談が寄せられているのかを、次の欄に記載をお願いします。

配偶者以外からの暴力

2 相談形
態別相談
件数
※延べ件
数

※重複計上不可。

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

職
業・
雇用

ホー
ムレ
ス

刑期を
終えて
出所し
た人々

新型コ
ロナ人
権問
題

ネッ
ト人
権侵
害

同和
問題

外
国
人

ヘイト
ス
ピー
チ

HIV
感染
者

ハン
セン
病

犯罪被
害者と
その家
族

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

女性 男性 子
ど
も

高
齢
者

障が
い者

相談件数

総延べ件数 総実件数 人権相談事業を 委託 または 受託 している場合は、以下ご記載ください。

52 46
　いずれかに○をつけてください　　　　委託している　　・　　受託している

委託先 または 受託先 の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

（総件数）

令和３（2021）年度分　人権相談件数等集計表

■機関名： 藤井寺市　市民生活部　協働人権課

■担当者名： 前田　あすか ■電話番号： （072）939－1059

■FAX番号： （072）952－8981 ■メールアドレス： 　kyoudou-jinken@city.fujiidera.lg.jp

《留意点》
※本票は、各機関ごとに作成してください。
※人権相談事業の一部または全部を他機関へ委託している場合は、委託先の相談件数は含めず、貴機関で受けた相談件数のみを記載してください。
※人権相談業務を他機関より受託している場合は、当該受託事業分の相談件数も含めて記載してください。
※「延べ件数」とは、例えば、同じ人から同じ案件で３回相談があった場合、３件とカウントしたときの件数です。
※「実件数」とは、例えば、同じ人から同じ案件で３回相談があった場合、１件とカウントしたときの件数です。

① ②

【別紙1】



（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ
以外 ＤＶ

ＤＶ
以外

11 9 1 3 4 2 1 2 3 1 1 20

電話 面接

家
庭
訪
問

手紙・
ファッ
クス

メ
ー

ル

そ
の
他

計

303 114 1 418

男性 女性
そ
の
他
不明 計

9 42 2 53

10歳
未満

10
代

20
代

30
代

40
代
50
代
60代 70代 80歳

以上
60歳
以上 不明 計

1 4 2 10 5 7 7 3 14 53

助
言・
指導

侵害
行為
者と
の
調整

他機
関へ
の通
報・
取次

他機
関紹
介

行
政
措
置

そ
の
他

対応
継続
中

計

4 4 44 1 53

相談
により
事案
解決
（傾
聴）

相談
により
事案
解決
（助
言・情
報提
供等）

個別
の専
門相
談機
関等
につな
ぎ専
門相
談機
関等
で対
応

解
決
不
能

相
談
の
継
続

相談
者か
らの
相談
中断
の申
出

その
他

計

1 6 2 1 43 53

総実件数

（総件数）

職
業・
雇用

その
他
・不
明

子
ど
も

高
齢
者

障が
い者

同和
問題

外
国
人

委託先 または 受託先 の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

新型コ
ロナ人
権問
題

ネッ
ト人
権侵
害

ホー
ムレ
ス

男性

418

《留意点》
※本票は、各機関ごとに作成してください。
※人権相談事業の一部または全部を他機関へ委託している場合は、委託先の相談件数は含めず、貴機関で受けた相談件数のみを記載してください。
※人権相談業務を他機関より受託している場合は、当該受託事業分の相談件数も含めて記載してください。
※「延べ件数」とは、例えば、同じ人から同じ案件で３回相談があった場合、３件とカウントしたときの件数です。
※「実件数」とは、例えば、同じ人から同じ案件で３回相談があった場合、１件とカウントしたときの件数です。

藤井寺市人権悩みの相談室

人権相談事業を 委託 または 受託 している場合は、以下ご記載ください。

　いずれかに○をつけてください　　　　委託している　　・　　受託している

令和３（2021）年度分　人権相談件数等集計表

■FAX番号：

■担当者名：

■機関名：

前田　あすか ■電話番号：

■メールアドレス： 　kyoudou-jinken@city.fujiidera.lg.jp

（072）939－1059

（072）952－8981

相談件数

総延べ件数

※重複計上不可。

3 相談者
の性別別
相談件数

※実件数

■「その他」の件数が多い場合は、具体的にどのような課題に関する相談が寄せられているのかを、次の欄に記載をお願いします。

※重複計上不可。

4 相談者
の年齢別
相談件数
※実件数

5 対応状
況別相談
件数

※実件数

6 その後
の経過別
相談件数

※実件数

※重複計上不可。

2 相談形
態別相談
件数
※延べ件
数

※60代、70代、80歳以上を区別して集計している場合は①に、60歳以上をまとめて集計している場合は②に記入してください。

※重複計上不可。
※「行政措置」とは、個別法の適用による対応を指します。（例：児童虐待防止法に基づく立入検査の実施 等）
※傾聴対応は、「その他」に分類してください。

生きづらい、気持ちを語る場がない

※重複計上不可。

※重複計上可。

53

女性 刑期を
終えて
出所し
た人々

犯罪被
害者と
その家
族

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

HIV
感染
者

ハン
セン
病

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

ヘイト
ス
ピー
チ

① ②



（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ以
外 ＤＶ

ＤＶ以
外

33 6 4 1 25

電話 面接
家庭
訪問

手紙・
ファッ
クス

メー
ル

その
他

計 男性 女性
その
他

不明 計

18 64 7 89 7 62 69

10歳
未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

80歳
以上

60歳
以上 不明 計

4 15 17 8 6 4 3 1 11 69

（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ以
外 ＤＶ

ＤＶ以
外

11 6 1 3 2 3 1 1 2 2 2 31

電話 面接
家庭
訪問

手紙・
ファッ
クス

メー
ル

その
他

計 男性 女性
その
他

不明 計

188 82 5 275 8 49 3 60

10歳
未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

80歳
以上

60歳
以上 不明 計

1 6 7 5 7 3 3 5 23 60

子ど
も
高齢
者

3 相談者の
性別別相談
件数

※実件数

※重複計上不可。

2 相談形
態別相談
件数

※延べ件
数
※重複計上不可。

4 相談者
の年齢別
相談件数

※実件数

※重複計上可。

ハン
セン
病

犯罪被
害者と
その家
族

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

職
業・
雇用

ホー
ムレ
ス

障が
い者

同和
問題

外国
人

ヘイト
ス
ピー
チ

HIV
感染
者

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

女性 男性 刑期を
終えて
出所し
た人々

その
他
・不明

3 相談者の
性別別相談
件数

※実件数

■機関名： 藤井寺市　人権悩みの相談室

4 相談者
の年齢別
相談件数

※実件数

※重複計上不可。

2 相談形
態別相談
件数

※延べ件
数

※重複計上不可。

（総件数）

相談件数

総延べ件数 総実件数

275 60

ハン
セン
病

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

ヘイト
ス
ピー
チ

89 69

女性

令和２（2020）年度分　人権相談件数等集計表

■機関名： 藤井寺市　市民生活部　協働人権課

相談件数

総延べ件数

※重複計上可。

総実件数

（総件数）

職
業・
雇用

その
他
・不明

子ど
も
高齢
者

障が
い者

同和
問題

外国
人

ホー
ムレ
ス

男性 刑期を
終えて
出所し
た人々

犯罪被
害者と
その家
族

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

HIV
感染
者

① ②

① ②



■新型コロナウイルス感染症に関連する相談や取組の状況について（R4.3調査）

担当課 相談件数 具体的な相談事例 新型コロナウイルス感染症流行前後での相談状況の変化 新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえて実施した取組

税務課

・個人や法人について売上げや収入が減少したことにより納税出来な
いとの問合せがあり、徴収猶予等の申請が増加した。

・納付相談が増え、その中でも、徴収猶予及び分納誓約が増え
た。
・個 市 税の減免の相談が増えた。

・新型コロナウイルス感染症の影響で収入が激減し一時的に納付が困難な方に
対し納付相談ができる旨の周知を納税通知書の封筒や広報紙等で行った。
・キャッシュレス決済及び課税証明書のコンビニ交付サービスの導入（非接
触・非対面で納付及び交付出来る仕組みを導入した）
・市府 税申告会場における混雑を緩和するために、オンライン窓 での来庁
時間予約の受付を開始した。

市 課

・新型コロナウイルスに感染し死亡した  の 葬後の 上に  が
濃厚接触者として指定されたことから参加が叶わなかった。
・マイナンバーカードの受取に際して、外出自粛を理由に代理人を立
てたいという相談があった。
・コロナの影響で海外に行けなくなる恐れがあるため、パスポートの
申請の取りやめはできるかという相談があった。
・海外転入の届をしたいが、入国後に隔離期間があるため窓口に行く
ことができないという相談があった。

外出自粛を理由に代理で各種手続きができるかという相談が増え
た。

コンビニ交付の導入、マイナンバーカード予約システムの導入、マイナンバー
カード代理受取の要件緩和、窓口の混雑状況を確認できるサイトを開設した。

協働人権課
（人権相談）2件
（定額給付金確認
書）14件

・感染して復帰したが、友人から避けられており悲しい
・会社の上司から感染経路を問い詰められてしんどい

特別定額給付金等の給付金に関して、暴力被害申出受理確認書の
発行に伴う相談業務が発生した。

・生理用品配布事業（現在は、生理用品配布を契機とした相談事業として実
施）

商工労働課
・コロナに罹患・濃厚接触で休職（休業）していた際の支援金、補償
について。
・出勤日数が減らされて生活が苦しい。

・就労相談の件数が増えた。
・補助金、給付金等の問合せが増えた。

・雇用促進を目的に雇用奨励金を創設。
・雇用促進と就労支援の一環で、ハローワーク・商工会と連携してジョブマッ
チングを実施。

環境衛生課 2件
新型コロナウイルス感染症に感染された方の多量のごみを処分したい
（有料収集）という相談があった。

家庭ごみ収集・運搬委託業者等に市に寄贈されたマスクを配布した。

福祉総務課

・職場から休業命令が出たため、生活リズムの維持目的で臨時的に通
所系サービス利用相談を受けた。
・就労移行支援事業で標準利用期間２４か月内に就職を目指していた
が、受 先企業の受 状況が整わないため１年間の延 申請を受け
た。
・通所系のサービスにおいて、利用者が濃厚接触者や利用自粛により
在宅支援への変更相談を受けた。

・通所系のサービスにおいて、利用者が濃厚接触者や利用自粛に
より令和３年報酬改定から在宅支援が認められた。
・ワクチン接種のため、国から通院等介助による利用が認められ
た。
・障害支援区分の更新手続きが、通院や認定調査を受けられない
ため、本 申出により１２か 延 措置が可能となった。

・大阪府から供給されたマスクや手袋などの感染対策用品を市内障害児者事業
所に配布。
・国からの通知に応じて対応。

【別紙2】



担当課 相談件数 具体的な相談事例 新型コロナウイルス感染症流行前後での相談状況の変化 新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえて実施した取組

生活支援課

・失業して生活に困窮している。
・就職活動がうまくいかない。
・出勤人数が制限され労働時間が減り、減収した。
・子の登校・登園禁止等に伴い欠勤、減収した。
・感染症が怖くて病院受診を躊躇う。

困窮相談が増えた。 ・住 税 課税世帯等に対する臨時特別給付 事業実施。
・住居確保給付金事業実施。
・就労相談を対面相談に加え、電話相談で実施。

健康課

・新型コロナウイルス感染症を疑う場合の受診相談
・発熱外来、ＰＣＲ検査の実施先について
・新型コロナウイルスワクチン接種について
・保健所ほか関係機関と連絡が取れない
・仕事が激減し生活費が足りない

・妊娠届出時に衛生品購入のためのギフトカードを配布

高齢介護課

131件
※令和2年度と令
和3年度(12月ま
で）の「新型コロ
ナウイルス感染症
の影響による介護
保険料の減免」の
申請件数

・新型コロナウイルス感染症の影響で事業が傾き介護保険料が払えな
い。
・新型コロナウイルス感染症の影響による減免等、少しでも保険料が
安くならないか。

・納付相談が増えた。
・介護保険料の減免の申請者が増えた。

・ 引く外出 粛の影響により、 齢者の活動量や活動時間が減少している。
また、生活の変化や日々変動する情勢に対し、不安な気持ちやストレスを感じ
ている方が多い状況の中、高齢者が自宅にいながら介護予防に取り組めるよう
にYouＴubeの「藤井寺市公式チャンネル」において、ご当地体操をはじめ、
介護予防に役立つ動画の配信を行っている。
・YouTubeの「藤井寺市公式チャンネル」等の情報に高齢者が自ら触れ、介護
予防に取り組んだり、LINE、Zoomといったコミュニケーションツールを活用
し、コロナ禍の中でも人とつながったり、交流ができるよう、地域で介護予防
等の取組を中心となって進めていただいている高齢者を対象としたスマート
フォン講座を開催した。
・コロナ禍で、直接人と会う交流が減っている中、人とのつながりを感じても
らうことを目的として、「ナイス！つながり情報便」を発行し、市広報で募集
した希望者に毎月郵送している。情報紙は読むだけではなく、自作の川柳やポ
エム、絵や写真などを投稿することも可能としている。また、介護予防や生活
に役立つ情報をわかりやすく記事にしている。

保険年金課

・新型コロナウイルス感染症により、売り上げが低下した
・新型コロナウイルス感染症によって出勤日数が減り、収入が減った
・上記の理由により保険料が支払えない、保険料を安くしてほしい
など

・新型コロナウイルス感染症の影響による減免制度ができたこと
に伴い、減免相談が増加した。

・新型コロナウイルス感染症の影響による国 健康保険料減免制度（R２年度
より実施）
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金制度（国
保）（R２年度より実施）
・新型コロナウイルス感染症の影響による後期高齢者医療保険料減免制度（R
２年度より実施）
・新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金制度（後
期高齢者）（R２年度より実施）
・非接触、在宅での納付、納付方法の拡充を目的としたキャッシュレス決済・
モバレジを導入（国保：R3.4.1より）（後期高齢：R3.8.1より）



担当課 相談件数 具体的な相談事例 新型コロナウイルス感染症流行前後での相談状況の変化 新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえて実施した取組

子育て支援課

・失業したため、お金がない。
・仕事が見つからない
・収入が減り、家賃等の支払いができない。
・コロナ関連の給付金がないか、の問合せあり。
・会社が倒産した。
・支払い時期を早められないか。
・コロナ感染したが、どうしたらいい。子どもの預け先どうすれば。
・施設が閉所になり、行く場所がない。どこに行けばいいのか。
・自分は給付金の対象者になるか。
など

・支払い時期や、決定金額などお金に関する問い合わせが増加し
た。
・市 からの問合せのうち、コロナ関連給付 についての割合が
大半を占めることが多かった。
・窓口ではなく、電話での相談が増えた。
・親が感染した場合、子どもをどこに預ければいいか、などコロ
ナ感染に特化した相談が増えた。

以下の給付金を支給。
【令和２年度】
・子育て世帯等臨時特別給付金【国】
・児童扶養手当受給者への応援給付金【市独自】
・ひとり親世帯臨時特別給付金【国】
・子どもの笑顔サポート給付金【市独自】
【令和３年度】
・子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯、その他世帯）【国】
・令和３年度子育て世帯等臨時特別給付金【国】

学校教育課
濃厚接触者、陽性者の自宅待機期間について GIGAスクール構想による1人1台タブレット配備を前倒しして実施し、オンラ

イン授業等に対応できるようにした。
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申請書等の性別欄の見直しに関する実施調査報告 

【目  的】 

性自認や性的指向などの理由から、悩みや困難を抱える性的マイノリティの人権に配慮
し、当事者が抱える課題解決を図ることを目的とします。 

【実施概要】 

令和２年４月に依頼した「市 が市に提出する申請書等」及び「市が市 に交付する証
明書等」（別紙参照）の性別欄の見直しについて、令和３年３月に引き続き、令和４年３月
に実施状況調査を行いましたので、下記のとおり報告します。 
なお、今後も引き続き、申請書等の性別欄の必要性や記載方法について、人権尊重の観

点から、調査、研究を進めていきます。 

【調査結果】 

※詳細一覧については別紙のとおり 

R3.3 R4.3

性別欄のある申請書や証明書等 283 286 （R4.3）追加された申請書等 3

削除等見直し不可 225 229
（R4.3）「見直し裁量あり」から「不可」に変
更された申請書等 4

削除等見直しの裁量あり 58 57
（R4.3）「見直し裁量あり」から「不可」に変
更された申請書等 4／追加された申請書等 3

うち、削除等見直し済 15 46
（R2年度以前）7／（R2年度中）8
（R3年度中）31

うち、今後、見直し 43 11

調査年月
備考項目

【別紙5】



担当課 性別欄を設けている申請書や証明書等の名称 削除の可否 削除済 削除時期
予定

【R4.3末時
未実施理由【R4.3末時点】

税務課 所得証明書 可 ○ R3.5.1 R3.5

秘書広報課 市民表彰内申書 可 ○ H30.8

文化財保護課
もずふる応援隊登録申込書
古市古墳群世界文化遺産登録推進連絡会議（羽曳野市・藤井寺市）

可 ○ R2.5

市民課 印鑑登録申請書 可 未定 下記印鑑登録証明書と同時期に対応するのが適当と考えるため。

市民課 印鑑登録廃止届 可 未定 下記印鑑登録証明書と同時期に対応するのが適当と考えるため。

市民課 印鑑登録証明書 可 未定
性別欄の削除にあたっては、印鑑条例の改正に加えて印鑑登録シ
ステムの改修が必要となり、改修費用が発生する。予算の問題も
あるため、財政状況も考慮しつつ検討する必要があるため。

市民課 本人通知等制度事前登録申込書 可 未定
性別は本人確認に重要な項目で業務上でも慎重に審査する内の一
つであるため、現時点では削除せず、今後の近隣自治体の動向を
踏まえて検討する。

市民課 本人通知等制度事前登録（変更・廃止）届出書 可 未定
性別は本人確認に重要な項目で業務上でも慎重に審査する内の一
つであるため、現時点では削除せず、今後の近隣自治体の動向を
踏まえて検討する。

市民課 事前登録者名簿 可 未定
性別は本人確認に重要な項目で業務上でも慎重に審査する内の一
つであるため、現時点では削除せず、今後の近隣自治体の動向を
踏まえて検討する。

協働人権課 法律相談相談票 可 ○ H30.9

福祉総務課 日常生活用具給付決定通知書 可 ○ H27.4

福祉総務課 藤井寺市小児慢性特定疾病日常生活用具給付申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市タクシー利用券交付申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市在宅重度障害者紙おむつ等給付券交付申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市在宅重度障害者紙おむつ等給付券再交付申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市高齢者・重度身体障害者福祉理美容申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市身体障害者自動車改造助成金交付申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市重度障害者寝具乾燥申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市在日外国人障害福祉金受給申請書 可 ○ R4.4.1

福祉総務課 藤井寺市障害者自動車運転免許証取得に関する助成制度 可 ○ R4.4.1

高齢介護課 藤井寺市みまもりホットライン利用申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市みまもりホットライン利用登録カード 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市家族介護慰労金給付申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在宅高齢者給食サービス利用申請書 可 ○ R4.3.1



担当課 性別欄を設けている申請書や証明書等の名称 削除の可否 削除済 削除時期
予定

【R4.3末時
未実施理由【R4.3末時点】

高齢介護課 アセスメント票（藤井寺市在宅高齢者給食サービス） 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在宅高齢者給食サービス利用可否決定通知書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在宅高齢者給食サービス利用変更届出書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在宅高齢者給食サービス利用廃止通知書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在日外国人高齢者福祉金支給申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市在宅高齢者紙おむつ等給付券交付申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市高齢者寝具乾燥申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市高齢者・重度身体障害者福祉理美容申請書 可 ○ R4.3.1

高齢介護課 藤井寺市立老人福祉センター（松水苑）利用証 可 R4年度中 他の改正も含め、実施時期を検討中

高齢介護課
様式第１号（第５条関係）
藤井寺市地域介護・福祉空間整備等補助金交付申請書

可 R4年度中 他の改正も含め、実施時期を検討中

高齢介護課
様式第８号（第１１条関係）
藤井寺市地域介護・福祉空間整備等補助金実績報告書

可 R4年度中 他の改正も含め、実施時期を検討中

高齢介護課
様式第１号（第４条関係）
介護保険料延滞金減免申請書

可 ○ R4.1.1

保育幼稚園課 幼稚園入園申込書 可 ○ H29.10

健康課
藤井寺市高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成申請書
（藤井寺市高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種事業実施要綱・様式第1
号）

可 ○ H31.4

健康課
藤井寺市高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種依頼書発行及び費用助成
申請書　　　　　　　　　　　　　　（藤井寺市高齢者肺炎球菌ワ
クチン予防接種事業実施要綱・様式第2号）

可 ○ H31.4

健康課
藤井寺市予防接種済証明書
藤井寺市予防接種実施要綱・様式第7号）

可 ○ R1.5

健康課 介護予防事業参加申込書（新規・継続） 可 ○ R3.4

健康課 胃がん検診予約票 可 ○ R3.4

健康課 大腸がん検診予約票 可 ○ R3.4

健康課 肺がん検診予約票 可 ○ R3.4

健康課 領収書（休日急病診療所の診療代金の領収書） 可 次回印刷時 新たに印刷しなかったため。

健康課 藤井寺市成人歯科健康診査票 検討

健康課 藤井寺市肝炎ウイルス検査受診券 検討

健康課 特定健診等の対象とならないかたの健診　受診票（藤井寺市民用） 検討

健康課 特定健診等の対象とならないかたの健診　受診券A（生活保護） 検討



担当課 性別欄を設けている申請書や証明書等の名称 削除の可否 削除済 削除時期
予定

【R4.3末時
未実施理由【R4.3末時点】

健康課 特定健診等の対象とならないかたの健診　受診券B（医療保険変更） 検討

健康課
特定健診・後期高齢者及び住民健診　受診票（藤井寺市民用）
社保用

検討

健康課
特定健診・後期高齢者及び住民健診　受診票（藤井寺市民用）
藤井寺市国保・後期高齢者医療用

検討

教育総務課 藤井寺市就学援助申請書・同意書 可 ○ R3.4.1

教育総務課 藤井寺市就学援助（小学校入学準備金）申請書・同意書 可 ○ R3.4.1

教育総務課 医療券交付申請書 可 ○ R3.4.1

教育総務課 学校保健安全法医療券（医科・歯科・調剤） 可 ○ R3.4.1

教育総務課 藤井寺市中学校夜間学級就学援助費受給申請書 可 ○ R3.4.1

学校教育課 （外国籍）就学願書 検討

学校教育課 （外国籍）就学届 検討

学校教育課 体験入学願 検討

学校教育課 就学指定校変更願 検討

学校教育課 区域外就学願 検討

学校教育課 住民票の異動を伴わない就学願 検討

学校教育課
国・府・私立学校入学等に関する
区域外就学届書

検討

生涯学習課 高齢者憩いの場利用者証 可 未定 他の改正事項に合わせて実施するため

図書館 図書貸出登録申込 可 ○ R2.4

市民病院 診察券 可 ○ R3.6

議会事務局 藤井寺市議会傍聴者アンケート 可 ○ R2.5.22

危機管理室
診断書
（藤井寺市災害弔慰金の支給等に関する条例施行規則第5条関係）

可 ○ R4.4

危機管理室 災害援護資金借入申込書 可 ○ R4.4

危機管理室 災害援護資金償還免除申請書 可 ○ R4.4



部落差別 11 50 61

外国人 1 1

障害者

その他 1 1

5 46 0 0 51

部落差別 11 50 61

外国人 1 1

障害者 0

その他 1 1

3 31 0 0 34

部落差別 10 41 51

外国人 0

障害者 0

その他 0 削除割合

3 26 0 0 29 66.7%

上記のうち削除要請したもの

合計

人
権
課
題
別

13 50 0

2021年3月31日まで

モニタリングスレッド数

インターネット・モニタリング実施集計票

モニタリング実施期間 2020年10月1日から2022年3月31日まで

0 63

権利侵害態様別

個人（市民）に
対するもの

団体（市・地区）に
対するもの

差別的用語 その他 合計

33 スレッド

0 51

（注）重複計上あり

人
権
課
題
別

合計 10 41 0

2021年3月31日まで

0

権利侵害態様別

個人（市民）に
対するもの

団体（市・地区）に
対するもの

差別的用語 その他 合計

63

2021年3月31日まで

81.0%

（注）重複計上あり

（注）重複計上あり

前回削除要請したもののうち削除されたもの

人
権
課
題
別

合計 13 50 0

権利侵害態様別

個人（市民）に
対するもの

団体（市・地区）に
対するもの

差別的用語 その他 合計

閲覧

【別紙6】


